
適用病   薬量   使用  使用  使用  
作物群  

害虫名   Ib ai／A   液量   時期   回数   

アブラムシ類   0．05－0．075   

Tentiform  
0．05  

1eaFminer  

ヨコバイ類   0．05－0．075  

Pome Fruit コドリンガ   0．075－0．15  

ナシヒメシンクイ  
航空散布  

リンゴ  0．1－0．15  
Lesserappleworm  10gallons／A  収穫  

4回  
ナシ  

コナカイガラムシ類  
7日前  

マルメロ  
以内  

魚γノノ∂劇〟ノノe力7  0．075－0．15  
地上散布  まで  

ビワ  50gallo】1S／ 
カスミカメムシ類  

等  
European apple sawfly 

0．1－0．15  
マメコガネ  

Apple maggot 

Plum curculio 0．15  

ナシマルカイガラムシ  

Dogwoodborer   0．15   

アブラムシ類  

0．050．10   
ヨコバイ類  

Glassywinged  
Stone Fruit 0．075－0．15  

Sharpshooter  

ナシヒメシンクイ  
アプリコット  航空散布  

Peachtwingborer  
オウトウ  0．1－0．15  10g∂1lons／A  収穫  

Plum curculio 4回  
7日前  

Cat－Facinginsects  以内  
ネクタリン  地上散布  まで  

Cherryfruitfly  
モモ  50gallons／A  

Blackcherryfly  0．10－0．15  
プラム  

Westerncherryfly  
等  

ナシマルカイガラムシ  

マメコガネ  0．1－0．15   

Rosechafer  

イチゴ  航空散布  

およぴ  10g81lo】1S／A  2回  

Lowgrowing   Blueberrymaggot，   0．075－0．13  収穫  以内   

berry類   Blueberryspanworm，  地上散布  1日前   

Cherry fruitwor恥  

ノミハムシ類，  
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適用病   薬量   使用   使用   使用  
作物群  

害虫名   Ib aiノ′ 液量   時期   回数  

マメコガネ，  

しIblique【〕allded  

1earr〔－11el∴  

カスミカメムシ類  

ケシキスイ類，  

アザミウマ類  ：O g811（－nS′／A   まで  

コナゾラミ類  

Fil、eW〔けm  

アブラムシ類  

ヨコバイ類  0．0350．075   

アワフキムシ類  

アブラムシ類  

0．OJ140．1   
ヨコバイ額  

ブルー▼ベリー－  コナゾラミ類   0．0750．l  

および  
マメコガネ、  

BushandCane  航空散布  
Bluebel・rymag即t．  

berry類  5銅1lons′／A  
ケシキスイ類，  

収穫  
5回  

1日前  
Tamishedplantl〕ug．  

圭で  
以内  

ブルーベリー  地上散布  
Strawl〕erl・yl・〔－仁一い虹・1・軋  

三三づ逆 0．OS50．1   ごOgallons／A  
〔a上、nberl、yfruitwtlrm，  

等  
Cher17fl－ujtwロrm、  

ノミハムシ額，  

Bluebelll、ySp～1nWl二・rm  

アザミウマ類  

ヨコバイ類，  

Glassywi】1ged  

sharpshくニーOtel∴  

アブラムシ類，  
ぶどう  航空散布  

コナカイガラムシ類  

5g∂1lons′／A  牧穫  
Western grapeleaf 2回  

キウイフルーツ  0，05  7日前  
skeletonizer  以内   

（Fuzzykiwifruit  地上散布  まで  
（ロソト山脈東側のみの登録）  

を除く）  20gallons／A  
ブドウネアブラムシ  

Bandedgral〕ebug  

RosecIlarer  

マメコガネ  
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適用病   薬量   使用   使用   
作物群  

使用  

害虫名   Ib al／A   液量   時期   回数   

アブラムシ額   0．025－0．05   

シ／レバーリーフ  

0．075－0．1  
コナジラミ  

カスミカメムシ類   0．05－0．1  

地上散布  収穫  

ノミハムシ類   0．025－0．05  4回  
縫差  5′、－10  28日前  

以内  
gallos．／▲q  まで  

アザミウマ類   0．05－0．075  

オオタバコガ  

0．025－0．05  

（卵）  

コナジラミ額  

0．075－0．1   

（卵）  

アブラムシ類  

0．05－0．18   
ヨコバイ類  

Glassywi11ged  

Sharl〕Shooter  

0．075－0．125  
Tree Nuts Pecan Nut 

Casebear〔！r  航空散布  

アーモンド  コドリンガ   10gallons／A  収穫   

4回  
ペカン   ナシヒメシクイ  7日前   

マカデミアナッツ   
以内  

Peach twingborer  地上散布  まで   

ピスタチオ  ナシマルカイガラムシ  50g81lons．／A   

等  Hickory shuckworm 0．1－0．18  

Pecan weevil 

Redhunpedeaterpillar  

Filbertworm 

Navelor8ngeWC・rm  

②Assail水溶性粒剤（アセタミプリド30％）  

適用病   薬量   使用   使用   使用  
作物群  

害虫名   Ibai／A   液量   時期   回数   

まめ類  航空散布  収穫  
3回  

5gallons／A  7日前  
アブラムシ類  0．047－0．1  以内   

エンドウマメ  まで  
＿1＿＿．○ノ虹  
J‾‾【】フ乎t  

Cucumber beetle  
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適用病   薬量   使用   使用   使用  
作物群  

害虫名   Ib al／／ノA   液量   時期   回数   

ゲイズサルハムシ  

インゲンテントウ  
インゲンマメ  

地上散布  
ダイズ  コナゾラミ類   0．0750．1  

＝Ogallnns′▲亀  

等  

アザミウマ類   0．0850．1   

Tubel・（〕しtS  

アブラムシ類   0．0470．075   

And  

C（－1－m  

ヨコバイ類、  

コロラドハムシ  0．0：：80．075  
航空散布  

Vegetables  
5gallロnS′′A  

Cucumberbeetle  
収穫  

4回  
7目前  

ジャガイモ  ノミハムシ類   0．0：三80．047  以内  
地上散布  まで  

サツマイモ  

20gallons′」q  
クズウコン  

ヨーロソパアワノメイガ  

アーティチョーク  0．0470．075   
（卵）  

等  

アブラナ科作物  
アブラムシ額   0．0380．075   

ブロッコリー  コナジラミ額   0．0470．075  航空散布  

キャベツ  5ga1lonsノ／A  収穫  
5回  

芽キヤ／ミツ  アザミウマ類   0．075  7日前  

以内  
ミズナ  地上散布  まで  

カリフラワー  コナガ   0．075  20gallonsノA  

ケール  

等  
Swedemidge   0．075   

秦野葉  

アブラムシ類   0．0380．075   

航空散布  
セロリ  

5gallons／A  収穫  
レタス  5回  

7日前  
カラシナ  以内  

コナジラミ類   0．056－0．075   地上散布  圭で  
ホウレンソウ  

20gallons／▲1  
パセリ  

等  

タマネギ  航空散布  

および  5gall（mS／A  収穫  

4回  
Bulb  アザミウマ額   0．094－0．15  7日前  

以内   
Vegetable類  地上散布  まで  

20gallons／A  
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適用病   薬皇   使用   使用   使用  
作物群  

害虫名   Ibai／A   液量   時期   回数   

タマネギ  

ニンニク  

ユリネ  

等  

アブラムシ類   0．038－0．075   

果菜類  

コロラドハムシ   0．0280．047  航空散布  

ナス  5gallons／A  収穫  

4回  
トマト  コナジラミ類   0．047－0．075  7日前  

ホウズキ  
以内  

地上散布  まで  

トウガラシ  アザミウマ類   0．075  20gallons／A  

等  

Pepperweevil   0．047－0．075   

Cucumber beetle 

うり類  Melonworm  0．047－0．10   

Pickleworm  航空散布  

メロン  ヘリカメムシ類   5gallons／A  収穫直後   
0．10   5回  

キュウリ  Squashvineborer  まで  

カボチャ  
以内  

アブラムシ類   地上散布  （PHIO）  

0．047－0．075   
スイカ  ヨコバイ類  20gallons／A  

等  シルバーリーフ  
0．047→0．10   

コナジラミ  

アブラムシ類  0．047－0．103  

柑橘類  
Citrusthrips，  

ミカンハモグリガ，  
グレープフルーツ  航空散布  

Caribbean black 
キンカン  0．075－0．13  20gallons／A  

scale，  
収穫  

5回  
レモン  7目前  

Glassywirtged  以内  
ライム  地上散布  主で  

Shaepshooter  
オレンジ  100gallons／A  

アカマルカイガラムシ，  
ミカン  0．15－0．25  

カンキッカタカイガラムシ  
等  

キリギリス類  0．110．19   

Pome Fruit 
アブラムシ類   0．047－0．075   

航空散布  収穫  4回  

10gallons／A  7日前  以内  

リンゴ  Tentiform  
0．047   

まで  

1eafhiner  

‾‾‾   7「▼▼ 打  
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適用病   薬量   使用   使用   使用  
作物群  

害虫名   Ib ai′A   酒量   時期   回数   

ナシ  
ヨコバイ類   0．047－0．075   

地上散布  

マルメロ  50g811（け15′′A  

ビワ  コドりンガ   0．075rO．15  

等  

ナシヒメシンクイ  

0．094－0．15  

Lesserappleworm  

コナカイガラムシ類  

P∫．I・ノノ∂胱〟ノpJ‘〃  0．0750．15  

カスミカメムシ類  

Eur叩eanapplesawfly   
0．0940．15  

マメコガネ  

Applemaggc、t  

PlしImぐurCulio  0．15  

ナシマルカイガラムシ  

Dogwood【〕011er   0．15   

アブラムシ類  

0．047－0．10   
ヨコバイ額  

Glassl・Winged  
0．0750．15  

Stone Frult sIlarpSh（－Oter  

ナシヒメシンクイ  

航空散布  
アプリコット  Peachtwi】1gborer  

0．10〉0．15   10gallons′／A  収穫  

オウトウ  Plum〔ulr＝uli仁一  4回  
7目前  

ネクタリン  〔1atFacinglnsecIs  以内  

地上散布  圭で  
モモ  し、11erry行ultf‘1y  

50gallons．／A  

プラム  BlackcherI・yfly  0．100．15  

等  Westerncherryfly  

ナシマルカイガラムシ  

マメコガネ  0．10－0．15   

Rosechaf■er  

イチゴ  航空散布  

および  10gallons／′A  収穫  
2回  

Low growing 1日前  

Blueberl｛ymaggOt、  0．075－0．13  以内   

berrl′類  地上散布  まで  

Blueberryspanworm，  
20gallorlS／A  

Cherryfruitworm，  

ノミハムシ類，  

マメコガネ，  
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適用病   薬量   使用   使用   使用  

作物群  
害虫名   Ib ai／A   液量   時期   回数  

ケシキスイ類，  

アザミウマ類  

コナジラミ類  

Firewol－m  

アブラムシ類  

ヨコバイ類  0，0350．075   

アワフキムシ類  

アブラムシ類  
0．047－0．1   

ヨコバイ類  

ブルーベリー  コナジラミ 類   0．075－0．1  

およぴ  
マメコガネ  

BushandCane  航空散布  
Blueberrymaggot，  

berry類  5gallons／A  収穫  
ケシキスイ類，  5回  

1日前  
Tamishedplantbug，  以内  

ブルーベリー  地上散布  まで  
Strawberryrootworm，  

ラズベリー  0．085－0．1   20gallons／A  
Crarlberryfruitworm，  

等  
Cherryfruitworm，  

ノミハムシ類，  

Blueherry sDanworm 

アザミウマ類  

ヨコバイ類，  

Glassywinged  

Sharpshooter，  

アブラムシ類，  

ぶどう  航空散布  
コナカイガラムシ類  

5gallons／A  収穫  
Western grapeleaf 2回  

キウイフルーツ  0．047  7日前  
skeletonizer  以内   

（Fuzzykiwifruitを  地上散布  まで  
（ロッキー山脈東側のみの登録）  

除く）  20gallons／A  
ブドウネアブラムシ  

Bandedgrapebug  

Rose chafer 

マメコガネ  

航空散布  収穫  4回  
綿実   アブラムシ類   0，028－0．047  

5g81lons／A  28日前  以内  

シルバーリーフ  
まで  

0．075－0．1  
コナジラミ  



適用病   薬量   使用   使用   使用  
作物群  

害虫名   Ib ai′ノ′A   液量   時期   回数  

カスミカメムシ類   0．0470．1   
地上散布  

10gall（巾SノノA  

ノミハムシ類   0．028－0，047  

アザミウマ類   0．0470．075  

オオタバコガ  

0．02S0．D47  

（卵）  

コナゾラミ類  

0．0750．1   
（卵）  

アブラムシ類  

0．047・・0．18   

ヨコバイ類  

Glassywinged  

Sharpsho（一ter  
Tree Nuts 0．0750．15  

recan Nut 
航空散布  

Casebearer  
アーモンド  10gall（り1S／A  収穫  

コドリンガ  4回  
／ぺカン  14目前  

ナシヒメシンクイ  
マカデミアナッツ  

以内  
地上散布  まで  

Peachtwhlgb（けell  
ピスタチオ  50gallons／A  

ナシマルカイガラムシ  

等  0．10－0．18   
Hickoryshuckw（一rm  

Pecan weevil 

Redhumpedcaterpilla  

Fllberlw（〕rm  

6．作物残留試験  

（1）分析の概要   

①分析対象の化合物  

・アセタミプリド（GC法、HPLC法）  

・アセタミプリド及び代謝物5化合物（IM－2－1，IM－0，IM－0－GIc，IC－0）（統一法）  

c骨c亘箋 c骨c cl  

アセタミプリド（Nト25）  IM－2－1  

．Of†  

Cflヮ   

IM－0  
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OH  ㊥l 
ciや 。H  

I-1 OH 

IM－OdGIc  IC－0  

②分析法の概要   

・GC法  

アセトン抽出後、酢酸エチルに転溶し、ケイ酸マグネシウムミニカラムで精  

製後、アルカリ熱イオン化検出器又は高感度窒素・リン酸検出器付きガスクロ  

マトグラフで定量する。   

・HPLC法  
アセトンで抽出、多孔性ケイソウ土カラムを通した後、ケイ酸マグネシウム  

ミニカラムで精製し、高速液体クロマトグラフを用いて定量する。   

・統一法  

メタノールで抽出後、水酸化ナトリウムで加水分解し、更に過マンガン酸カ  

リウムで酸化し、すべての化合物を同一化合物（IC－0）とする。ジクロロメタ  

ン＋アセトンに転溶後、ジアゾメタンを用いて、エステル化し、カラムクロマ  

トグラフィーで精製後、ガスクロマトグラフ（63NiECD等）で定量する。  

（2）作物残留試験結果  

作物残留試験においては、代謝物について、個別の定量は示されておらず、アセタミ   

プリド又は代謝物をアセタミプリドに換算した分析値として記載されている。  

①－1とうもろこし  

とうもろこし（種子）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍   

希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量（注1）は、＜0．05、   

＜0．05ppmであった。  

①一2 未成熟とうもろこし  

未成熟とうもろこし（種子）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の   

2000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、＜0．05、   

＜0．05ppmであった。   

未成熟とうもろこし（種子）を用いた作物残留試験（2例）において、18％液剤の64  

倍希釈液を3回散布〔（3．2L／10a）産業用無人ヘリによる散布〕したところ、散布後14  

日の最大残留量は＜0．05、＜0．05ppmであった。  

②あずき  
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あずき（乾燥種実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍希  

釈液を3回散布（150L／10a）したところ、散布後21日の最大残留量は、＜0．06、0．60ppm  

であった。  

③ばれいしょ  

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000  

倍希釈液を3回散布（200～300L／10a）したところ、散布後7～21日の最大残留量は  

＜0．005、＜0．005ppmであった。   

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の撤溝処理（1  

回）（6kg／10a）及び20％水溶剤の2000倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、  

散布後7日の最大残留量は、＜0．05、＜0．05pplⅥであった。   

ばれいしょ（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植溝土壌  

混和（1回）（6kg／10a）及び18％液剤の64倍希釈液を3回散布〔（3．2L／10a）無人ヘ  

リによる散布〕したところ、散布後7日の最大残留量は＜0．05、＜0．05ppmであった。  

④ さといも  

さといも（塊根）を用いた作物残留試験（2例）において、 2％粒剤の播溝散布処  

理を1回散布（6kg／10a）したところ、散布後160、183日の最大残留量は、＜0．05、  

＜0．05ppmであった。  

⑤  やまのいも  

やまのいも（塊根）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000  

倍希釈液を3回散布（200L／10a）したところ、散布後7、14日の最大残留量は0．01、  

0．01ppmであった。  

⑥ こんにゃくいも  

こんにゃくいも（球茎）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の株元  

土壌混和を1回（3kg／10a）行ったところ、散布後134、136日の最大残留量は、＜  

0．05、＜0．05ppIⅥであった。  

⑦てんさい  

てんさい（塊茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の〟桝辟希  

釈液を】回処理〔（鉱／包プg（10a相当））植え付け相当分苗床濯注〕したところ、処理  

後162、167日の最大残留量は＜0．05、＜0．05ppmであった。ただし、これらの試験  

は適用の範囲内で行われていない。  

⑧⑨だいこん  

だいこん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の播溝処理を  
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1回（亜〆10a）したところ、散布後42、70日の最大残留量は0．03、＜0．01ppmで  

あった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。   

だいこん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000倍  

希釈液を1回散布（100～200／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、＜0．01、  

＜0．01ppmであった。   

だいこん（つまみ菜）（間引き菜）を用いた作物残留試験（2例）において2％粒  

剤の播溝処理を1回（勉／10a）したところ、散布後13、12日の最大残留量は1．98、  

0．397ppmであった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。   

だいこん（葉部）を用いた作物残留試験（2例）において2％粒剤の播溝処理を1  

回（4hg／10a）したところ、散布後42、70日の最大残留量は0．28、0．03ppmであっ  

た。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。   

だいこん（菓部）を用いた作物残留試験（2例）において20％水溶剤の2000倍希  

釈液を1回散布（100～200／10a）したところ、散布後14 日の最大残留量は0．06、  

0．24ppmであった。  

⑧⑨はつかだいこん  

はつかだいこん（根部）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の  

2000倍希釈液を1回散布（150L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、＜  

0．01、＜0．01ppmであった。   

はつかだいこん（葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の  

2000倍希釈液を1回散布（150L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、＜  

0．05、く0．05ppmであった。  

⑲⑪かぶ  

かぶ（根）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍希釈液  

を1回散布（306．8又は242．4L／10a）したところ、散布後21日の最大残留量は、0．02、  

0．02ppmであった   

かぶ（葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍希釈液を  

1回散布（306．8又は242．4L／10a）したところ、散布後21日の最大残留量は1．02、  

1．57ppmであった。  

⑫ワサビダイコン  

ワサビダイコン（根茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の  

2000倍希釈液を1回散布（150L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、＜  
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0．Ol、＜二0．01pplⅥであった。  

⑬はくさい  

はくさい（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混和処  

理（勿／株）1回及び20％水溶剤の1000倍希釈液を3回散布（64～150L／10a）した  

ところ、散布後14日の最大残留量は0．15、0．18ppmであった。ただし、これらの試  

験は適用の範囲内で行われていない。  

⑭－1キャベツ  

キャベツ（葉球）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混和処  

理（2g／株）1回及び20％水溶剤の1000倍希釈液を5回散布（150L／10a）したとこ  

ろ、散布後7日の最大残留量は1．09、0．90ppmであった。   

キャベツ（葉球）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混和処  

理（2g／株）1回及び20％水溶剤の1000倍希釈液を3回散布（150L／10a）したとこ  

ろ、散布後14日の最大残留量は0．24、0．42ppmであった。  

⑭－2 メキャベツ  

メキャベツ（芽球）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の2000  

倍希釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後6、7日の最大残留量は、＜0．05、  

0．10ppl¶であった。  

⑮こまつな  

こまつな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000倍  

希釈液を1回散布（150L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、l．00、1．76ppm  

であった。  

⑯みずな  

みずな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000倍希  

釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、1．00、2．25ppm  

であった。   

みずな（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000倍希  

釈液を2＠散布（200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、1．4＝4、1．75ppm  

であった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。  

⑰チンゲンサイ  

チンゲンサイ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混  

和処理（1g／株）1回及び20％水溶剤の2000倍希釈液を1回散布（200L／10a）した  

ところ、散布後14、7日の最大残留量は2．72、1．22ppmであった。  
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⑱カリフラワー   

カリフラワー（花雷）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000   

倍希釈液を3回散布（200、266．7～300L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量   

は、0．18、0．34ppmであった。  

⑲ブロッコリー  

ブロッコリー（花雷）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混   

和処理（2g／株）1回及び20％水溶剤のJαJ♂ブ好希釈液を3回散布（150L／10a）した  

ところ、散布後14日の最大残留量は0．36、0．64ppmであった。ただし、これらの試  

験は適用の範囲内で行われていない。  

⑳－1，2非結球メキャベツ  

非結球メキャベツ（えき芽葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶   

剤の2000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、  

0．60、0．68ppmであった。   

非結球メキャベツ（本葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤  

の2000倍希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、  

0．88、2．85ppmであった。  

⑳－3茎ブロッコリー  

茎ブロッコリー（花雷及び茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶   

剤の謝ブ辞希釈液を2回散布（200L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、   

0・40、0・12ppmであった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。   

⑳－4なずな  

なずな（茎葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、 20％水溶剤の8000倍   

希釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、0．24、0．48ppm  
であった。  

⑳－5ひこしまはるな  

ひこしまはるな（茎葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植   

穴土壌混和を1回散布（1g／株）したところ、散布後53、54日の最大残留量は、＜  

0．1、＜0．1ppmであった。  

⑮ しゆんぎく  

しゆんぎく（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の8000  

倍希釈液を2回散布（300、150L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、  

2．02、0．39ppmであった。  
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⑳－1レタス  

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤のg♂♂の昏希  

釈液を：う回散布（150～250L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は0．08、  

0．31ppmであった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。   

レタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混和処理  

（2g／株）1回及び20％水溶剤の2000倍希釈液を3回散布（80．8～200L／10a）した  

ところ、散布後7日の最大残留量は、0．54、0．34ppmであった。  

⑳－2 リーフレタス  

リーフレタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20水溶剤の4000  

倍希釈幸夜をl回散布（245～257．257．1L／10a）散布、及び2％粒剤の定植時株元散布  

（0．5g／株）したところ、散布後7～21日の最大残留量は1．68，1．48ppmであった。  

⑳”3 ロメインレタス  

ロメインレタス（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000   
倍希釈液をl回散布（200、300L／10a）及び2％粒剤の定植時株元散布（0．5g／株）した   

ところ、散布後7～21日の最大残留量は2．67、1．02ppmであった。  

⑳－1くきちしや   

くきちしや（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000倍希  

釈液を2回散布（150L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は＜0．05、＜0．05ppm  

であった。  

⑳－2 ははこぐさ（ゴギョウ）  

ははこぐさ（ゴギョウ）（茎葉部）を用いた作物残留試験（2例）において、20％  

水溶剤の8000倍希釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留  

量は0．34、0．77ppmであった。  

⑳－3食用ぎく  

食用ぎく（花弁）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍  

希釈液を2回散布（150、200L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、1．26、  

0．48ppmであった。  

⑳－4，5ふき  

ふき（葉柄）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の定植直後株元散  

布を1回（2g／株）及び20％水溶剤の3000倍希釈液を2回散布（300L／10a）したと  

ころ、散布後14日の最大残留量は、0．10、0．06ppmであった。  
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ふき（葉柄）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の株元散布を1回  

（2g／株）したところ、散布後82、100日の最大残留量は＜0．05、＜0．05pmであった。  

⑳ たまねぎ  

たまねぎ（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍  

希釈液を3回散布（150L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、＜0．05、  

＜0．05ppmであった。  

⑳－1，2菓ねぎ  

菓ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍希  

釈液を3回散布（150L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、0．14、0．15ppm  

であった。   

菓ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の株元散布を3  

回（6kg／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、＜0．05、＜0．05ppmであっ  

た。  

⑮－3，4根深ねぎ  

根深ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍  

希釈液を3回散布（150L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、＜0．05、  

＜0．05ppmであった。  

根深ねぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を株元処理を  

3回（6kg／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、＜0．05、＜0．05ppmであ  

った。  

⑳ にら  

にら（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000倍希釈  

液を3回散布（150L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、1．46、1．84ppm  

であった。  

⑳ アスパラガス  

アスパラガス（茎）を用いた作物残留試験（1例）において、20％水溶剤の4000  

倍希釈液を2回散布（400L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は0．20ppm  

であった。   

アスパラガス（茎）を用いた作物残留試験（1例）において、20％水溶剤の4000  

倍希釈液を2回散布（400L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は0．07ppm  

であった。  
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⑳ わけぎ  

わけぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤（6kg／10a）1回  

散布及び20％水溶剤の2000倍希釈液（300、278L／10a）3回散布したところ、散布  

後7日の最大残留量は、1．36、0．14ppmであった。   

わけぎ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤（6kg／10a）1回  

散布及び20％水溶剤の4000倍希釈液（300、278L／10a）3回散布したところ、散布  

後7日の最大残留量は、0．40、＜0．05ppmであった。  

⑳－1食用ゆり  

食用ゆり（鱗茎）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000倍  

希釈液を4回散布（150、200L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、＜0．05、  

＜0．05ppl¶であった。  

⑳－2 らっきょう  

らっきょう（鱗茎）を用いた作物残留試験（3例）において、20％水溶剤の2000  

倍希釈液を3回散布（150、200L／10a）したところ、散布後14日の最大残留量は、  

＜0．01、0．03、0．02ppmであった。  

⑲ パセリ  

パセリ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の8000倍希  

釈液を1回散布（200L／10a）したところ、散布後3日の最大残留量は、1．10、0．39ppl¶  

であった。  

⑳ セロリ  

セロリ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の定植時植穴土壌  

混和を1回（0．5g／株）したところ、散布後71、100日の最大残留量は、＜0．05、＜0．05ppm  

であった（〕   

セロリ（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の4000倍希  

釈液を2回散布（250、235L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、0．85、  

0．30ppmであった。  

⑬ みつば  

みつば（茎葉）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の8000倍希  

釈液を1回散布（150、200L／10a）したところ、散布後7日の最大残留量は、0．97、  

1．82ppmであった。  

⑬－1ミニトマト  

ミニトマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、15％燥煙剤の燥煙処  
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理（50g／4001m3）及び2％粒剤（1g／株）定植時植穴土壌混和したところ、散布後1日の  

最大残留量は、0．16、＜0．05ppmであった。   

ミニトマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000  

倍希釈液を右固散布（300L／10a）及び2％粒剤の定植時植穴土壌混和（1g／株）したと  

ころ、散布後1日の最大残留量は、0，50、0．73ppmであった。ただし、これらの試験  

は適用の範囲内で行われていない。   

ミニトマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤を定植時植  

穴土壌混和（1g／株）及び1％粒剤を生育期株元散布（2g／株）したところ、散布後1日  

の最大残留量は、＜0．05、＜0．05ppmであった。  

⑬－2トマト  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍液  

希釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後1～7日の最大残留量は0．23、  

0．42ppmであった。   

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2000倍希  

釈液を2回散布（300L／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、0．21、0．46ppm  

であった。  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混和処理  

（2g／株）1回及び20％水溶剤の2000倍液希釈液を2回散布（200L／10a）したとこ  

ろ、散布後1、3日の最大残留量は、0．20、0．20ppmであった。  

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、15％煉煙剤を2回煙煙  

（50g／400m3）したところ、散布後1、3日の最大残留量は、0．02、0．04ppmであった。   

トマト（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の定植時植穴混  

和（2g／株）1回及び株元散布（1g／株）2回処理したところ、散布後1日の最大残留  

量は、＜0．05、＜0．05ppmであった。  

⑳ ピーマン  

ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、2％粒剤の植穴混和処  

理（ね／株）1回散布したところ、散布後93、44日の最大残留量は、0．04、0．15ppm  

であった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。   

ピーマン（果実）を用いた作物残留試験（2例）において、20％水溶剤の2♂αり厚  

液希釈液をβ厨散布（250～300／10a）したところ、散布後1日の最大残留量は、2．33、  

1．45ppmであった。ただし、これらの試験は適用の範囲内で行われていない。  
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